
令和３年３月２日

資料－４

【新潟県メディア連携協議会】

河川の増水・氾濫に関する呼びかけ

国土交通省
北陸地方整備局、新潟地方気象台



河川とは

河川の増水・氾濫の危険を伝える情報

河川の増水・氾濫の予測手法

警戒呼びかけや伝え方の工夫

今後の取組
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河川とは
～大河川、中小河川； 洪水予報河川、水位周知河川～

※ 相対的なイメージ

大河川 中小河川

水位予測が可能な河川

水位情報に基づく
予測が可能

水位情報に基づく
予測が困難

降雨予測を踏まえた
避難を実施

水位上昇速度比較的
ゆっくり 速い

水位周知が可能な河川 水
位
周
知
河
川

洪
水
予
報
河
川

○ 大河川 局所的な豪雨には比較的強いが、広範囲に大雨が長時間続く
と徐々に水位が上昇し、危険な状態になる。水位情報をもとに
避難情報の発令や避難行動をとりやすい。

○ 中小河川 降雨と同時か直後に増水し、危険な状態になる可能性がある。
水位情報を待たず、雨の情報から避難行動をとる必要がある。
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○ 地域の降雨特性に応じて設定された計画降雨等に基づき、河川は施設
整備されている。

○ 東北地方では、24時間で流域平均※２００ミリの降雨量は大ごと。
○ 近畿や四国、九州（特に太平洋側）では、24時間で流域平均４００ミリでも

珍しくはない。

河川とは
～地域ごとの雨の降り方と、河川への影響の違い～

※ 雨が流れ込む範囲（集水域）を、河川の流域という。
流域平均雨量は、流域に降った雨量をその流域全体で平均した値。

写真：四国地方整備局

物部川

■物部川（平成30年7月豪雨）
高知県を流れる物部川では流域平均雨量が12

時間で約300mmに達し、危険な水位まで上昇し
たものの人的被害や家屋被害は発生せず。

写真：東北地方整備局

最上川

■最上川（令和2年7月豪雨）
山形県を流れる最上川では流域平均雨量が

48時間で約150～200mmの降雨があり、本
川・支川の氾濫により多くの家屋が浸水。
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河川の増水・氾濫の危険を伝える情報
～情報いろいろ～

平時 数日前～ 数時間前～
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6

雨量水位
水位実況・予測 雨量実況・予測

指数

河川事務所と気象台の連携による情報発信

洪水警報の危険度分布

地方公共団体へのホットライン

合同記者会見

雨量や指数の
見通し

水位・氾濫の
見通し

雨量の見通し水位の見通し

重ねて表示将来的に
重ねて表示を検討

反映

水位実況 水位到達情報
（水位周知河川）

洪水警報・注意報

指定河川洪水予報
（洪水予報河川）

河川の増水・氾濫の危険を伝える情報
～情報の種類（河川に関する情報）～

水害リスクライン 洪水の危険度情報
・水害リスクライン
・洪水警報の危険度分布 統合
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河川の増水・氾濫の危険を伝える情報
～情報の種類（河川に関する情報）～

水位計水位計

水位計

水位計

指定河川洪水予報 水位周知情報

洪水警報の
危険度分布

ダム操作

水位監視

水位予測

指数算出

雨量観測

雨量予測

洪水警報
注意報
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洪水予報の標題(種類) 発表基準 市町村・住民に求める行動の段階
〇〇川氾濫発生情報
（洪水警報）

氾濫の発生
（氾濫水の予報※）

氾濫水への警戒を求める段階
【警戒レベル５相当】

〇〇川氾濫危険情報
（洪水警報）

氾濫危険水位(レベル４水位)
に到達

いつ氾濫してもおかしくない状態
避難等の氾濫発生に対する対応を
求める段階
【警戒レベル４相当】

〇〇川氾濫警戒情報
（洪水警報）

一定時間後に氾濫危険水位
(レベル４水位)に到達が見込
まれる場合、あるいは避難判
断水位(レベル３水位)に到達
し、更に水位の上昇が見込ま
れる場合

避難準備などの氾濫発生に対する
警戒を求める段階
【警戒レベル３相当】

〇〇川氾濫注意情報
（洪水注意報）

氾濫注意水位(レベル２水位)
に到達し、さらに水位の上昇
が見込まれる場合

氾濫の発生に対する注意を求める
段階
【警戒レベル２相当】

※氾濫水の予報 平成17年7月の水防法および気象業務法の改正により、従来の洪水のおそれがあるときに発表する水位・流量の予報
に加え、河川が氾濫した後においては浸水する区域及びその水深の予報を行うことになった。平成31年3月現在では、
利根川及び阿武隈川の一部の区間において、氾濫水の予報を実施。

河川の増水・氾濫の危険を伝える情報
～指定河川洪水予報～
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計画高水位

避難完了

避難指示等
の発令

河川ごとに、堤防等の高さに基づいて設定
計画高水位、または
「リードタイムから
設定される水位」
の低い方から設定

計画高水位
この水位以下で洪水を流下させることができるよ

う設定する水位。堤防の設計の際、計画堤防高は
計画高水位に余裕高を考慮して決められる。

河川の増水・氾濫の危険を伝える情報
～河川の増水・氾濫の危険を伝える際の、基準となる水位～
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河川の増水・氾濫の危険を伝える情報
～「川の防災情報」水位状況を把握～

10



河川の増水・氾濫の危険を伝える情報
～「川の防災情報」水位状況を把握～
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河川の増水・氾濫の予測手法
～水位予測に基づく洪水害の危険度の共有～

水害リスクライン

〇 水位の実況や、現在の沿川のリスクを一般に公開。
○ 地方公共団体等には、6時間先までの水位予測、及びこれに基づく沿川

のリスクも提供。

江の川の氾濫発生箇所のリスクライン
（令和2年7月14日10時時点）

江の川 川本水位観測所の水位予測（令和2年7月14日3時時点）

※今後、警戒レベルの推奨配色へ見直し予定
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基準による判定結果を
地図上の河川流路に着色

市町村単位で
警報等を発表

住 民

危険度が高まる場所の情報

市町村市町村洪水注意報

洪水警報

危険度の高まりを伝える情報

等

危険度の
高まりを
伝える

流域雨量指数

中小河川の洪水害発生との
相関が高い指標

洪水警報等が発表された市町村内に
おいて、実際にどこで危険度が
高まっているかを確認。

洪水警報の危険度分布
３時間先
までの予測

高
危
険
度
低

危険な地域
を視覚的
に確認

※具体的な河川名までは明示しない ※全国の中小河川が対象

河川の増水・氾濫の予測手法
～流域雨量指数の活用～
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大河川（指定河川）と中小河川の洪水危険度を一体的に表示

河川の増水・氾濫の予測手法
～洪水警報の危険度分布で表示される危険度～

▶洪水予報河川の外水氾濫の危険度

▶洪水予報河川の湛水型内水氾濫の危険度

洪水予報河川の外水氾濫ではなく、
湛水型内水氾濫の危険度を表している▶中小河川の洪水危険度

外水氾濫と湛水型内水氾濫
の高い方の危険度を表示

細い線

指定河川洪水予報の発表状況を表示

太い線の周辺に描かれるハッチ

太い線
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警戒呼びかけや伝え方の工夫

【情報発表に加えた警戒呼びかけ①】

・ホットライン ・・・雨量や水位予測等を用いて、早い段階で実施
河川事務所と気象台の間の情報共有
河川事務所、気象台から地方公共団体へ連絡

・水管理・国土保全局と気象庁の合同記者会見
-大雨特別警報の警報等への切替後の警戒呼びかけ
（河川氾濫に関する情報の発表も）

-河川の増水・氾濫のおそれがある場合の事前の警戒呼びかけ
（台風第10号の接近の際に実施）

※地方整備局と地方気象台も同様に実施
17



警戒呼びかけや伝え方の工夫
～ホットライン～

気象台河川事務所

地方公共団体

雨量等の気象情報

情報共有

水位等の見通し
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警戒呼びかけや伝え方の工夫
～大雨特別警報の警報等への切替時の呼びかけ～

気象台から
地方公共団体への
ホットライン

府県予報区内の一部又は全市町村の
警報への切替約数10分前

府県予報区内の全市町村の
警報への切替

本省庁による合同
記者会見

大雨特別警報から
大雨警報へ切替

「河川氾濫に関する
情報」の発表

※ 地方によっては
地整・気象台の合同会見も実施。

令和〇年〇月〇日〇時〇分 〇〇気象台発表

〇〇県の注意警戒事項
【警報に切り替え】大雨は峠を越えましたが、〇〇川、〇
〇川、〇〇川等では氾濫が発生するおそれがあるため、
洪水への一層の警戒が必要です。指定河川洪水予報や
府県気象情報をご確認ください。土砂災害や浸水害、暴
風、高波、高潮にも警戒してください。
=======================
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警戒呼びかけや伝え方の工夫
～台風第10号の際の事前呼びかけ～

○ 特別警報級の勢力まで発達する見込みの令和２年台風第１０号に、最大級の警戒を促すため、台風
上陸前から水管理・国土保全局と気象庁の合同記者会見を実施。

〇 記者会見では、台風第１０号に伴う大雨による流域平均雨量の見通しが河川の能力を上回る規模で
あることを示しながら、暴風が来る前に早めに避難するよう呼びかけ。

＜水管理・国土保全局と気象庁の合同記者会見＞

＜対応の時系列＞

9月4日会見

日付 日時 主体 台風位置

9月3日 17:00 水管理・国土保全局と気象庁 ①
9月4日 11:00 水管理・国土保全局と気象庁 ②
9月5日 14:00 水管理・国土保全局と気象庁 ③
9月5日 20:00 気象庁 ④
9月6日 9:30 気象庁 ⑤

気象庁予報部 予報課長
『台風第１０号は、今後特別警報級の勢力まで発達する見込み。
記録的な大雨・暴風・高波・高潮となる恐れがあり最大級の警戒が必要。』

水管理・国土保全局 河川環境課長
『国管理の大きな河川を含め多くの河川で現状の整備水準を超える規模の
雨量が予測されており、氾濫の危険性が高まっています。
暴風が来る前に早めに避難してください。』

①
②

③
④
⑤

９月2日午前より共同取材等も実施して対応。
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警戒呼びかけや伝え方の工夫

【情報発表に加えた警戒呼びかけ②】

・わかりやすい用語への見直し
水害・土砂災害に関する防災用語の改善検討（用語検討会）

・情報を発信する行政と、情報を伝えるメディアの連携
住民自らの行動に結びつく
水害・土砂災害ハザード・リスク情報共有プロジェクト

・地域毎の行政とメディアの連携
地域メディア連携協議会
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警戒呼びかけや伝え方の工夫
～水害・土砂災害に関する防災用語の改善検討～

○ 河川管理者等から提供される情報には、施設整備・管理のための用語、
法令上の整理から成立した用語が多く、受け手の的確な判断や行動に
つなげるには、わかりづらい用語がある。

○ 近年の災害や防災情報、社会、情報通信環境の変化等を踏まえ、洪水
時等における防災情報に関する用語を吟味し、住民や報道機関等に
わかりやすい防災用語・表現の見直しを実施。
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警戒呼びかけや伝え方の工夫
～情報を発信する行政と、情報を伝えるメディアの連携～

○行政とメディアの関係者により、「住民自らの行動に結びつく水害・土砂
災害ハザード・リスク情報共有プロジェクト」を設置し、各メディアが有す
る特性を活かした対応策、連携策に取り組んでいる。

Ａ：災害情報単純化プロジェクト ～災害情報の一元化・単純化による分かりやすさの追求～
水害・土砂災害情報統合ポータルサイトの作成、情報の「ワンフレーズマルチキャスト」の推進、
気象キャスター等との連携による災害情報用語・表現改善点検

課題１ より分かりやすい情報提供のあり方は

課題３ 情報弱者に水害・土砂災害情報を伝える方法とは

課題２ 住民に切迫感を伝えるために何ができるか

住民自らの行動に結びつける新たな６つの連携プロジェクト
～受け身の個人から行動する個人へ～

上記課題を具体化させるために

Ｆ：地域コミュニティー避難促進プロジェクト
～地域コミュニティーの防災力の強化と情報弱者へのアプローチ～
登録型のプッシュ型メールシステムによる高齢者避難支援「逃げなきゃコール」の提供、
「避難インフルエンサー（災害時避難行動リーダー）」への情報提供支援

Ｂ：災害情報我がことプロジェクト～災害情報のローカライズの促進と個人カスタマイズ化の実現～
地域防災コラボチャンネル（CATV☓ローカルFM）、新聞からのハザードマップへの誘導、
マイ・ページ機能の導入、テレビ、ラジオ、ネットメディア等が連携した「マイ・タイムライン」普及

Ｃ：災害リアリティー伝達プロジェクト
～画像情報の活用や専門家からの情報発信など切迫感とリアリティーの追求～
河川監視カメラ画像の積極的な配信、専門家による災害情報の解説、
ＥＴＣ２．０やデジタルサイネージ等を活用した道路利用者への情報提供の強化

Ｄ：災害時の意識転換プロジェクト
～災害モードへの個々の意識を切り替えさせるトリガー情報の発信～
住民自らの避難行動のためのトリガー情報の明確化、緊急速報メールの配信文例の統一化

Ｅ：災害情報メディア連携プロジェクト
～災害情報の入手を容易にするためのメディア連携の促進～
テレビ・ラジオ・新聞からのネットへの誘導（二次元コード等）、ハッシュタグの共通使用、
公式アカウントのSNSを活用した情報拡散第５回全体会議（R2.8.28開催） 23



警戒呼びかけや伝え方の工夫
～地域毎の行政とメディアの連携～

○地域におけるメディア連携協議会を設置し、地域毎のメディア関係者（地
方紙、地域CATV、地域ラジオ、NHK地方局、地域民放等）の参加の下、
関係者の連携策と情報共有方策の具体化を検討するとともに、メディア
も連携した防災訓練を実施し、地域の取組を強化する。

地域メディア連携協議会

国
土
交
通
省

都
道
府
県

地
方
新
聞
社

地
域
民
放

地
域
ラ
ジ
オ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
地
方
局

地
域
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

気
象
キ
ャ
ス
タ
ー

地
方
気
象
台

行政とメディアの連携策を共有する場を設置

YouTubeによる配信南海放送(愛媛県) 24



警戒呼びかけや伝え方の工夫
～浸水状況とハザードマップ～

○ハザードマップの浸水想定区域と実際の浸水範囲は概ね一致
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「伝える」情報から「伝わる」情報へ

警戒呼びかけや伝え方の工夫

ただ情報を発表するのではない。

情報を通して危機感を確実に伝え、防災行動につなげる。

住
民

水管理・国土保全局の機関

都道府県都道府県 市 町 村
情報等の有効な理解・
活用（読み解き）

防災対応
の判断

報道機関等と連携、情報の見せ方・伝え方などを工夫

気象台

平時からの取組
（災害後に共に「振り返り」を行い不断に改善）

緊急時の情報・解説等 適時的確な避難勧告
等の防災対応の実施
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・全国地域で、合同記者会見による呼びかけを推進

・河川事務所と気象台の連携を強化し、
⇒より効果的な地方公共団体へのホットラインの実現へ

・雨量予測・水位予測の高度化を推進し、
⇒表示の統合など、分かりやすく「伝わる」情報の提供を追求
⇒より長時間先の予測を災害対応や避難に活用へ

今後の取組

イメージ■長時間先の水位予測の技術開発 ■１日先の洪水警報の危険度分布(再掲)

■・・・注意報基準を超過
■・・・警報基準を超過
■・・・警報基準を大きく超過した基準を超過

実況予測

令和元年10月12日18時時点
（令和元年東日本台風）

令和元年10月11日18時時点の
21～27時間先の予測（最大危険度）

※ いずれも洪水予報河川の外水氾濫は対象としていない。
※ 予測精度を考慮した表示方法の具体については今後検討。

5kmメッシュの解像度で提供される降雨予測を活用し
た約１日半先までの水位予測を試行

概ね１日半先
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